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三搬航佐々倉

したが q て瀧風の吹き渡るEの昼は海上が陸上よ bも一般に低温であ t.， 

海上 ，r;線，浜.内陸というよ治樺地域の昼は内陸よ bも涼Lといわれる.

5 IC.だんだんと気温が高〈な。てゆ〈のであるが，小気候学的に観濁すれば

Lているものであろ実際にはどのように気温が変化(水平方向。気温傾度)

こ叩橿白調査の実例が 1つあま bに常機的な平凡なととではあるが，うか.

どとかり本か報ゃzっ気量や気候の本には書かれていてもよさそうであ t， 

主にはきっと鍛勺ているに遣いないのであるが，筆者は不勉強のためかあま

そこで静岡へ赴任 Lた年，すなわち既に 10年前の観測ではb見かけない.

あるがこ町畿の輯査を簡単にやヲたのでここに書きとめて置いてど重量考に供

Lたいと思う .
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調査は昭和 26年(1951)

B自に静岡市の南東方に当8月z

〈
妙

久能山

で符われた.

る高松海岸(第 1図書照

の西南西方約会粁)

健測時刻は夏時刻の 11時 80骨

から 12時申間に行い，当時の天

1 第
自快晴であ。(積雲〉気は襲量 z

測器は併帯用簡易風向風速計t.: d 

へ/¥

高松海岸における観測点は第包囲の却 <A，B，C

とアスマ Y式乾湿計とを用いた.

，Dの 6点で観樹成果

は次のようであ，た.

D c 日A 点地

29.8 Z 9.6 30.0 2 7.8'C 温気

マ‘マ4.7 8 8~96 度湿

SSE 2.5 SSEZ.8 SE2.1 SE 2.0，% 風向風速

水蒸気強力 Z 8.1 
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前飽り貰料によれば打線Aから砂浜町中間点 Bまでは僅か 50米しかai?

ていないが，気温は Z? • 8"Cから 30.0・Cまで書井Lてお T• そこに対応

Lて湿度は 8t 96から?8 96まで急降Lている.C . D 2点における気温宇

湿度もほぼB点に担けるものと等Lい.水張は A.B.C.D'i!t点を適じて

概ね一定(2 8 回) 1..ているから湿度目急降は寅極上昇の結果と見てよいで

あろう.

次に商訟海岸から北西へも粁離れた静岡測候所で観測された 13時の句麗

は 31. ooC ，湿度マ o96 .風向風速SSE5φ%であヲた.海骨由気涜が静

岡測候所まで遣するのに当時の風速から推測して約 80骨を要するもりと考

えれば.1 8時由気温は 31. O'Cであるから日射の時間的増強に伴う気温の

上昇を考慮すれば途中@粁を流れてゆ〈問には仕とんど昇温 Lなかラたこと

がわかる.

すなわち海上の風は打線を越えて上鐙すれば磁浜平砂浜によ。て直ちに熱

せられてしまうものら1..< .治偉地域だ主て特に低温ということはない.た

だ滑岸地方では昼間は海風が比較的強いこと，そLてその海風町中には海上

の冷気(比較的の意味)がー塊となラてそのまま包まれて陸上h送られてく

るような場合もあ b得る(例えば汀線付近から風下に向って日蔭が続いてい

るような場合)から，沿弾地域で涼 Lい感覚を与えられることも事実である.

第 2 図 測点の分布
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